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□ごあいさつ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

＜環境経営理念＞

＜環境保全への行動指針＞

１ ．環境関連法規制や当社が約束したことを遵守します。

２ ．創意工夫による省エネルギーにより二酸化炭素排出量の削減に努めます。

３ ．廃棄物の発生抑制につとめ、建設副産物のリサイクル率の向上に努めます。

４ ．適正な利用により水使用量の削減に努めます。

５ ．環境に配慮した工事に努めます。

６ ．顧客様への提案もより地球環境にやさしい商品を積極的に提案します。

７ ．地域や関係団体の環境活動に積極的に参加します。

８ ．この方針は、全社員に周知します。

環境経営方針

制定日： 2020年6月1日

代表取締役

　　　　　

　藤井電気株式会社は、本業である電気工事業を通して、地球温暖化問題への取り組みや
地域の環境活動に自主的・積極的に取り組みます。
　省エネルギー活動や資源リサイクル活動を行ない、この地球環境問題改善への貢献を従
業員一丸となって継続的に改善活動に取り組んでまいります。

地球規模で環境破壊が加速していると痛切に感じる中、いかに後世の子孫たちに豊かな自然環

境を残してやることが出来るか、まさに私たち一人一人、事業体の一つ一つの行動・活動いかん

に関わってきます。このエコアクション21を活用してその想いをより具体的な目標をもって行動に

移し、そして何よりも会社全体でその意識の向上、高揚を図り、この問題に取り組んでいきます。
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□組織の概要
（１） 名称及び代表者名

藤井電気株式会社
代表取締役　藤井　康人

（２） 所在地
本　　　社 兵庫県豊岡市正法寺614番1号

（３） 環境管理責任者氏名及び担当者連絡先
責任者　 代表取締役　藤井康人 TEL：0796-22-5123
担当者 代表取締役　藤井康人 FAX：0796-24-2650

（４） 事業内容
電気工事業、消防施設工事業

（５） 事業の規模
売上高 万円

従業員　　　　　 名 名 名
延べ床面積　　　 ㎡ ㎡ ㎡

（６） 事業年度 6 月 1 日 ～ 5 月 31 日

□認証・登録の対象組織・活動
登録組織名： 藤井電気株式会社
対象事業所： 本　　　社

対象外： なし

組織・活動： 全組織・全活動（電気工事業、消防施設工事業）

□事業や製品（商品）の紹介
・電気工事全般（道路照明、トンネル照明、それに附属する設備や施設、工場、店舗、事業所、一般住宅他）

に携わっております。顧客先は国、県、市などの諸官庁をはじめ、一般法人、個人様になります。

・電気工事業を通して社会貢献を果たすことを理念とし、ライフラインのひとつである電気をより安全に

快適に皆様にご利用していただけるよう、日々研究と研鑽を重ね社員一丸となって従事しております。

17,200
本　　　社 計

8 8
549.52 549.52

城山・塩谷トンネル内照明

等　電気設備工事　　　　　　　　　

（兵庫県但馬県民局）

レストラン新築電気設備工事 某邸新築電気設備工事
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□環境経営組織図及び役割・責任・権限表 制定日：

代表者

環境管理責任者

環境事務局

・決められたことを守り、自主的・積極的に環境活動へ参加

2020年6月1日

代表取締役社長

代表取締役社長

総務部長

環境委員会

工務部班長

役割・責任・権限
代表者（社長） ・環境経営に関する統括責任

・環境経営システムの実施に必要な人、設備、費用、時間等経営資源を準備
・環境管理責任者を任命
・環境経営方針の策定・見直し
・環境経営目標・環境経営計画書を承認
・代表者による全体の評価と見直し、指示
・環境経営レポートの承認

環境管理責任者 ・環境経営システムの構築、実施、管理
・環境関連法規等の取りまとめ表を承認
・環境経営目標・環境経営計画書を確認
・環境活動の取組結果を代表者へ報告
・環境経営レポートの確認

環境事務局 ・環境管理責任者の補佐、環境委員会の事務局
・環境負荷の自己チェック及び環境への取り組みの自己チェックの実施
・環境経営目標、環境経営計画書原案の作成
・環境活動の実績集計
・環境関連法規等取りまとめ表の作成及び最新版管理
・環境関連法規等取りまとめ表に基づく遵守評価の実施
・環境関連の外部コミュニケーションの窓口
・環境経営レポートの作成、公開（事務所に備付けと地域事務局への送付）

環境委員会 ・環境経営計画の審議
・環境活動実績の確認・評価

部門長 ・自部門における環境経営方針の周知
・自部門の従業員に対する教育訓練の実施
・自部門に関連する環境活動計画の実施及び達成状況の報告
・自部門に必要な手順書の作成及び手順書による実施
・自部門の想定される事故及び緊急事態への対応のための手順書作成
・試行・訓練を実施、記録の作成
・自部門の問題点の発見、是正、予防処置の実施

内部監査チーム ・環境に関する内部監査の計画
・環境に関する内部監査の実施・報告

全従業員 ・環境方針の理解と環境への取り組みの重要性を自覚

総務経理部 工事部 工事現場
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□主な環境負荷の実績
単位

kg-CO2

kg
kg
㎥

※二酸化炭素排出係数 kg-CO2/kWh ２０１８年関西電力の調整後の係数　

※負荷の実績は工事現場を含む

※上記二酸化炭素総排出量は、電力の使用・自動車燃料、暖房用灯油及び給湯用LPGによるCO2排出量の総計

□環境経営目標及びその実績

✕

✕

〇

〇

項　目 2020年度 2021年度 2022年度

二酸化炭素総排出量 20,613 26,965 27,077
廃棄物排出量
　一般廃棄物排出量 0 0 0
　産業廃棄物排出量 3,217 9,663 4,407
水使用量 164 110 68

0.462

基準値 2022年 2023年 2024年

（基準年) （目標） （実績） （目標） （目標）

kg-CO2 7,109 6,967 7,061 6,896 6,824

基準年度比 2020年 98% 99% 97% 96%
kg-CO2 17,635 17,283 17,784 17,106 16,930

基準年度比 2020年 98% 101% 97% 96%
上記二酸化炭素排出量合計 kg-CO2 24,744 24,249 24,845 24,002 23,754

kg 9,663 9,180 4,407 7,730 6,764
基準年度比 2020年 95% 46% 80% 70%

㎥ 110 105 68 101 99
基準年度比 2020年 95% 62% 92% 90%

※対象化学物質の使用はありません。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
※表中の「二酸化炭素排出量合計」には暖房・給湯用途の燃料による二酸化炭素排出量を含みません。

　　　　　　　　  　年　度
　　項　目

評
価

電力による二酸化炭素
削減

自動車燃料による二酸
化炭素削減

産業廃棄物の削減

水使用量の削減

環境に配慮した工事の
推進 行動目標（次項による）
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□環境経営計画の取組結果とその評価
数値目標：○達成　×未達成
活動：◎よくできた　○まあまあできた　△あまりできなかった　×全くできなかった

電力による二酸化炭素削減

取組紹介欄

2020年

2022年

自動車燃料による二酸化炭素削減

取組紹介欄

2020年

2022年

取組紹介欄

2020年

2022年

達成状況 取組結果とその評価、次年度の取組内容

数値目標 ✕
・空調温度の適正化 ×
・未使用部屋照明の消灯徹底 △
・ノー残業デーの実施 ×

　　　　　　　　　節電の注意喚起

6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月
595 703 994 1,186 1,154 1,488 2,160 1,829 1,722 1,722 1,148 703

1,063 1,173 1,101 820 1,004 1,473 1,877 1,751 1,763 1,564 1,011 683

達成状況 取組結果とその評価、次年度の取組内容

数値目標 ✕
・エコドライブ10の啓発 △

　　　　　　　　　　アイドリングストップの注意喚起

6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月
585 728 689 645 548 491 602 384 520 427 435 471
579 710 615 693 681 613 488 484 633 348 511 402

　　　　　　　　　　アイドリングストップの注意喚起

6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月
86 198 72 36 2 92 212 90 77 98 5 0
40 46 35 203 94 116 92 12 89 39 29 23

目標数値をクリア出来なかったことを反省します。後半期の遠方
（但馬南部）での工事を受注したことによって必然的に交通費用
がかさんでしまった結果である。今後も例え遠方でも工事受注に
向けて努力していくことに変わりはないが、その中でもガソリンな
どの燃料をいかに抑えることが出来るか更に考えていきたい。

今期は累計電力量が目標値には及ばなかった。エアコンの使用
量がかさんだことが影響していると思われる。コロナ対策による換
気の徹底は引き続き行っていかねばならないが、その中でも節電
の意識を高め、少しでも電気を使いすぎないように努力していき
たい。熱中症の心配もあるのでエアコン運転は必須となるが、ロ
スナイ換気扇などの導入も視野に入れ、温度差のない換気を考
えたい。
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産業廃棄物の削減

取組紹介欄

2020年

2022年

水道水の削減

取組紹介欄

2020年

2022年

環境に配慮した工事の推進

取組紹介欄

達成状況 取組結果とその評価、次年度の取組内容

数値目標 〇
・作業ミスによる廃棄量の削減 ○
・分別の徹底 ○
・リサイクル業者の開拓 ○

　　　　　　　　　　廃棄物分別化の注意喚起

6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月
1,030 120 60 650 623 840 0 4,180 0 2,160 0 0

160 800 1,100 50 190 0 40 0 587 450 930 100

達成状況 取組結果とその評価、次年度の取組内容

数値目標 ○
・節水への啓発 ○

　　　　　　　　　　　　　　　節水の注意喚起

6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月
6 6 6 6 6 6 13 12 19 19 6 5
5 5 5 5 6 5 5 5 8 7 6 6

達成状況 取組結果とその評価、次年度の取組内容
・省エネ提案研究会の実施 ○

　　　省エネ提案研究会の実施 　ﾘﾆｭｰｱﾙｺﾝﾃｽﾄ表彰（省エネ化推

目標数値に対しても本年度の年間累計値は大幅に削減すること
が出来ました。これは受注した工事内容に影響を受けたことが大
きい。つまりあまり廃棄物が産出する内容の仕事が少なかったと
いうことです。次年度は廃棄物の分別の徹底を更に推進し、鉄屑
など有価にて売却し再資源化に力をいれたい。

冬場に融雪の為の放水を極力しなかったことによるもので、大幅
な削減を達成することが出来ました。またその他の節水に対して
の取り組みも功を奏したのだと思います。今後も更なる全社員の
節水に対する意識づけを行なっていきたいと思います。

後半期に豊岡市による省エネ補助金事業の公告があり、お客様
へのその提案をするのにこの省エネ研究会開催を多く行った。ま
たパナソニック社のリニューアルコンテスト2022ではその省エネ化
の取り組みを評価され表彰された。引き続き顧客様に対し省エネ
化のより良い提案を積極的に行っていきたい。
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□環境関連法規等の遵守状況の確認及び評価の結果，並びに違反，訴訟の有無
法的義務を受ける主な環境関連法規制は次の通りです。

□緊急事態対応訓練
緊急事態の想定： 火災の発生
■実施日： ■実施場所：
■参加者： ■実施内容：

■評価： 手順書の変更の必要性　　　□ あり ☑ なし

■実施状況の様子

               緊急事態対応訓練状況 　　　　　　消火訓練状況

適用される法規制 適用される事項（施設・物質・事業活動等） 評価
廃棄物処理法 産廃処理委託契約書、許可証、マニフェストの管理及び適正処理 遵守

建設リサイクル法 建設副産物の適正処理 遵守

騒音規制法 騒音規制基準の遵守 遵守

振動規制法 振動規制基準の遵守 遵守

消防法（危険物） 危険物の適正管理 遵守

フロン排出抑制法
フロン類使用機器の定期点検と記録の保存
業務用エアコン、冷蔵・冷蔵庫等の有無の事前確認、発注者への書面説明、
書面の３年間保存

遵守

環境関連法規制等の遵守状況の評価の結果、環境関連法規制等は遵守されていました。
なお、関係当局より違反等の指摘は過去３年間ありませんでした。

2022年10月29日 藤井電気㈱2F会議室、駐車場

・通報訓練、消火訓練、避難訓練

　火災の原因に火の不始末が挙げられ、その中でもタバコによるものが多いと聞きます。従業員にも喫煙するも
のが数名おり、その取扱いや管理の方法など喫煙しない者も含めて今回訓練活動を行ないました。必ず定められ
た場所での喫煙を厳守とし、またその吸い殻は鉄製の蓋付きの吸殻入れに捨て厳重に管理することとしました。
その後消火活動も行い、いざという時の対処法も訓練しました。今回の訓練は有効であったと思います。

代表取締役以下6名
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□代表者による全体の評価と見直し・指示

実施日：

環境経営方針 ☑ 変更なし □ 変更あり
環境経営目標・計画 ☑ 変更なし □ 変更あり

実施体制 ☑ 変更なし □ 変更あり

□これまでの環境活動の紹介

・所属する団体組織による豊岡市クリーン作戦ボランティア活動状況（公園等除草の収集処分作業）
・会社が在する地区の溝掃除（クリーン作戦）に毎年6月に参加実施。

□編集後記

2023年6月30日

このエコアクション21の活動も会社の中で浸透しつつあり、一人づつの意識的な変化が見受けられるようになりました。　
時期を同じくして、あるメーカーの主催するリニューアルコンテストに優秀賞として2年連続で選出して頂くことができまし
た。これは脱炭素・省エネ化を推進すべくその取り組みを評価していただいた結果であり、更に今後の環境保全につなが
る活動を弊社が担う社会的責務として頑張っていこうと気持ちを新たにすることにもなりました。その数値化されたエコア
クション21活動はそれらを正しい方向へと誘う手段となります。会社として今後も更にこの取り組みを推進していきたいと
思います。

目標項目に掲げる産業廃棄物の削減、水道水の削減などは目標数値を達成することが出来た。引き続きその年度の目標数
値をクリアできるようその削減努力を重ねたい。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
ただし電力による二酸化炭素削減と自動車燃料による二酸化炭素削減などは大幅でないにしてもその目標数値をクリアするこ
とが出来なかった。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
まず電力に関してだが、その減少できない原因としてエアコン使用量の増大である。会社が位置する豊岡市は例年より夏は暑
い日が続き、冬は寒い日が続くといった異常気象の年であり、エアコンの稼働率がかなり高くなった模様である。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
またコロナ対策として常に窓や扉を開けて換気に努めていたため更に増大してしまう結果となってしまった。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
次年度以降は常時に窓や扉を開けることではなく、定期的に換気を行なう形で臨んでいきたい。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
予算面で検討しないといけないが、換気扇もロスナイに更新したり、10年目を迎えるエアコンを新しく高効率の物に更新するこ
とも考えていきたい。また個人も服装による工夫や、少額の冷感・温感グッズなどを利用するなどして空調環境による改善でこ
の項目の削減を図りたいと考える。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
自動車燃料の削減も更にエコドライブの実践に力を入れたり、新しい低燃費の車両などの購入も考えていきたい。また保有す
る車両の保全に更に努め、燃料がかさんで行かぬよう個々それぞれで注意喚起できる会社環境を作っていきたい。

代表取締役　　藤井　康人
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